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TGC
25m

TGC(Thin Gap Chamber)

ATLAS検出器エンドキャップ部ミュー粒子トリガー
ワイヤーとストリップでの2次元読み出し

約10mmのチャンネル幅

3588台のチェンバー

7層、3ステーションのコインシデンスによるp
T
判定
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 ワイヤー方向のチャンネル差分(コインシデン

スウィンドウ)によるp
T
判定

TGCの位置は設計値を仮定
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TGC アライメントの必要性
コインシデンスウィンドウの最適化
トリガー効率を一様に高くするため

チャンネル幅：約10mmで設置位置を測定しコインシ
デンスウィンドウにフィードバック

A-side C-side



アライメント手法1/2

1.MDT検出器の外挿点とTGCのヒット位置の差(Dr )をずれの

指標
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設計位置からずれる  Dr 分布の中心値が0からずれる

MDTはTGCに対して良い指標
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MDT(Monitored Drift Tube)

位置分解能 ： 80mm

設置位置測定精度 ： 40mm

TGC上での位置精度
1mm



アライメント手法2/2

2.Dr からTGCの平行移動を見積もるR,Z方向の平行移動
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<Dr> = DZ tanq + DR

切片= DR
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様々な角度で入射するトラックを使用することでDR、 DZを
見積もることができる。
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アライメント手法の確認

MCシミュレーション
P

T
= 2 ~ 40GeV, ~4.0x10

4本のミュー粒子トラック

同じデータを用いてR 方向、Z 方向にTGC全体を10mm平行移動

R方向、Z方向の平行移動は期待通り

 この手法でR方向、Z方向の平行移動を見積もることができる
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設計位置
R方向
10mm

Z方向
10mm

DR 

[mm]

3.3x10
-3

±0.22

10

±0.22

0.27

±0.22

DZ

[mm]

-4.9x10
-3

±0.54

2.7x10
-3

±0.54

9.3

±0.54



データとイベント選別

√s = 7TeV 衝突データ
ミュー粒子トリガー

∫L dt= 1.5pb
-1

TGC

チェンバーあたり1ワイヤー
ヒット、1ストリップヒット

MDT

6ヒット以上で飛跡が再構成

飛跡の外挿点の周囲にTGC

のヒットがある

最終的に2.6x10
7本のトラッ

クが選別
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MDT ストリップヒット

ワイヤー
ヒット

Dr



実データでの結果
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A TGC1 A TGC2 A TGC3 C TGC1 C TGC2 C TGC3

DR[mm] -3.5 0.14 1.3 1.4 1.3 -6.3

DZ[mm] 11 17 14 -4.8 -6.1 -8.2

TGCステーション全体でR、Z方向の平均の移動を見積る
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切片(DR)  = 0.14

傾き(DZ) = 17



DRの見積り結果

f方向に12分割
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A-side、C-sideともにほとんどのものが10mm以内のずれ

R方向はA-side、C-sideともにほぼ要求値以内ある
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DZの見積り結果
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A-side

下側 ： +30mm移動、 上側 ：ほぼ設計位置

下側が傾いている
C-side

Rが小さいもの ： +10mm～20mm移動

くぼむように歪む



まとめ

ATLAS検出器におけるTGCのトラックを用いたアライメント
手法を確立

MDTの外挿点とTGCヒット位置の差 : Dr 

R方向、Z方向への平行移動をトラックの角度依存性から解く

<Dr> = DZ tanq + DR

 MCシミュレーションによる手法の確認

TGCの設置位置を初めて実データを用いて測定

R方向 : ほとんどのものが10mm以内のずれ

Z方向 : f によって設置位置が異なる

 A-side 下側のチェンバーが特にずれている

設置位置に応じたコインシデンスウィンドウに最適化すると
トリガー効率の一様性を高めることができる
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